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神奈川異グ連の活動状況を伝える機関紙 ＜第８１号＞  

かながわ異グ連ニュース 

            「夢と希望」とサム・マネー        Ｃ＆Ｓ 村上嘉男 

この言葉は１９５３年に公開されたチャップリン主演、監督の映画「ライム・ライト」のなかで、チャップ

リンの扮する道化師が自殺未遂をした失意のバレリーナを慰め、「人生に必要なものは、夢と希望とサムマネー

だ」と言ったセリフである。当時学生であった自分は同じ年に公開された有名なオードリ・ヘップバーン主演

の「ローマの休日」と共に今でも記憶に残っている。 

 しかしこの言葉は原文とやや異なり原文は「all it need is courage ,imagination,and a little dough(俗

語で現なま）ということらしいが翻訳者が日本人好みの言葉に変えたため、後世、国会答弁にも引用される言

葉になるとは思いもよらなかったことかもしれない。 

それから 50年余を経た２００６年１月、当時の小泉首相が衆議院予算委員会の答弁で、小泉改革が目指す社

会像として「チャプリンの映画の一節だが、人生大事なものは、夢と希望とサム・マネー(ある程度のお金)だ。

ビッグ・マネー(大金)はそれほど必要ない。それぞれがサム・マネーを稼ぐことが出来る社会が大事だ」と語

っている。この言葉は最近でも小泉元首相のブレーンであった竹中平蔵氏が小泉改革の説明に時々引用されて

いる 。民主党の小沢一郎前党首のように事あるごとに国民の目線に立って物事を考えると言っていた人が、何

億円という much money を献金されていたことに対し、全然気にしていなかったと言い張るのをみて、なんと

空々しい言訳か、さすが田中・金丸と続いた金権政治のＤＮＡを受け継いだ人物だと感心する次第である。 

私が利用している相模鉄道に以前から「希望が丘」という駅が有るが、10年前「いづみの線」という新線が

伸び、そこに「ゆめが丘」という駅が出来た、これを利用し相鉄は毎年、年末から 3月末迄、受験生対象に、

お守りとして「希望が丘⇔ゆめが丘」間の硬質紙切符を発行し、サービスとして「大願成就」と書いた絵馬を

進呈している。 

かように、日本人にとっては「夢と希望」という言葉は大好きな言葉であるが、現実は昨年来の世界的不況

により若者の就職難等、あまり夢も希望も金も無いという閉塞感に覆われているが、なんとか早く政治も much 

money に惑わせれない、将来に希望が持てる世の中にしたいものである。 

       神奈川異グ連総会・25周年記念大会（6月 10日）など           芝 忠 

異グ連創立２５周年記念交流大会が、予定を上回る参加者（８０人）で盛大、かつ賑やかに行われ、楽しい

ひとときを過ごしました。秋田から駆けつけてくれた宮川豊氏の記念講演「秋田（美郷町）における地域振興

と異業種交流」、異グ連会員６グループの事例発表（川異研・ハイテクリバー・首都圏ビジネスコミュニティ・

横須賀交流プラザ・朋友クラブ・シフト 21）や、水木裕さんの熱唱、中嶋鴎舟会一同の熱演など、それぞれ趣

向を凝らして発表されました。またご来賓の県工業振興課長佐藤昌子氏、産業振興センター理事長前田重一氏、

中小企業家同友会代表理事石渡裕氏、航空宇宙工業会部長中小路修氏からお祝辞と激励のご挨拶をいただき深

く感謝いたします。宮川さんは遅くまで残られ、今後の地域間交流の決意を述べておられました。これからの

面白い展開を期待します。 

 記念大会に先立って行われた異グ連第２６回総会では、2008 年度事業結果、同会計・監査報告、2009 年度

事業計画・予算・役員が決まりました。事業計画では「内需拡大・中小企業振興型の新規需要創設事業づくり

の視点を全般的に拡げる」ことを第 1 の柱とし、以下、地域産学連携、航空宇宙産業振興、国際交流、中小企

業活性化推進条例の活用、人材確保などの取組のほか、新たに環境問題フォーラムの立ち上げなどが提案され

ています。役員は南出議長以下大半が再任です。よろしくお願いいたします。 

＜異グ連が診断士登録実証機関扱い＞ 

中小企業庁と折衝の末、異グ連は県の中小企業支援機関の一つであるから、窓口相談や現地企業指導は「実

務の従事」の対象としてポイント数として計上できる、とされました。現在診断士の登録有効期間は５年で、

その間に、①新たな知識の補充と②実務能力の維持を証明する必要があります。実務は３０ポイント以上とさ

れ、中小企業に対する現地指導または公的機関等の窓口相談となっています。この現地指導には異グ連が支援

するプロジェクトなどの現地指導を含みます。さらに異グ連の事務局における窓口相談は１日１点に数えられ

ますので、スタッフの活動は大変有利になりますし、異グ連の公的機関としての評価が改めて確認されました。 

発行：神奈川県異業種グループ連絡会議専務理事(事務局長) 芝 忠 

〒231-0015横浜市中区尾上町 5-80 神奈川中小企業センター５Ｆ 

TEL０４５－６３３－５１４２ FAX０４５－６３３－５１９４ 

Email:iguren@kanagawa-iguren.com  

http://www.kanagawa-iguren.com 
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産 学 官 交 流 サ ロ ン の コ ー ナ ー 

第３３回よこはまサロンの開催案内 

日 時：２００９年８月１９日（水）18:00～20:30   

場 所：神奈川中小企業センタービル５F 

話 題：「起業理念は、愛・感謝・熱心」 

  ㈱ビーズスタッフ・代表取締役 山本欣子氏 

参加費：1000円   

申 込：織方、加藤、杉本、芝 tel 045-633-5142 

第３４三浦半島経済人サロンの開催案内 

日 時：２００９年９月１６日（水）18:00～20:30   

場 所：神奈川新聞社横須賀支社 ５Ｆ会議室 

話 題：「横須賀市創業支援オフィスの概要と支援」 

  横須賀市産業振興財団・事務局長 堀込孝繁氏 

参加費：1000円   

申 込：八幡 tel 045-633-5142、鶴野 046-836-6785 

第２８回かわさき経済人ネットワークサロン 

日 時：２００９年７月２３日（木）18:00～20:30 

場 所：川崎市産業振興会館 10階 第一会議室 

話 題：「自社製品の開発に社運をかける」 

    ～進化を続けるためには何をすべきか～ 

㈱近藤工芸・代表取締役社長 近藤眞一氏 

参加費：1000円  申込：松井、渡部、芝 045-633-5142 

おなじみ尾上町サロン 

日 時：原則第一・三金曜日（７月１７日,８月７日、

２１日）17:15～19:30 

会 場：神奈川中小企業センター5階異グ連事務所  

話 題：自由に持ちより（事前予約ＯＫ）       

会 費：1000円（現物も大歓迎） 

問合せ：芝、八幡、鈴木 045-633-5142 

 

かながわ異グ連の会員グループやプロジェクトの状況 

南西アジアプロジェクト 7月１６日（木）スタート        加藤ＢＣ 

２００９年度の JICA横浜からの受託事業、南西アジア人材育成プロジェクト「SAARC域内輸出競争力強化」

が 7月 16日から２週間に渡り実施される。今年度の研修生は、中小企業政策の策定や実施にかかわる方々が中

心である。アフガニスタン、バングラディシュ、ネパール、ブータンの各国から 1 名、パキスタン、スリラン

カの両国からそれぞれ 2名の合計 8名となり、JICAによる人選が決定した。 

当異グ連の得意とする異業種交流活動や中小企業支援機関に関する解説を行うと共に神奈川中小企業センタ

ーもご案内する。今回は、輸出競争力強化を図るためにマーケティングの講義を追加し、経営の基本である財

務管理、日本の特徴である、経営理念の重要性や５Sでの対応など戦後の日本企業の発展した経緯も解説する。 

前回ご案内した中小企業は、彼らの国にとって大企業であるというコメントがあった反省から、工場視察には、

従業員数の少ない企業を多くし、神奈川県内の企業を全部で９企業の視察をお願いすることになっている。高

価な設備を有する企業３社の訪問もお願いし、零細企業が将来の目標とする経営理念や５Sなど管理技術のしっ

かりした企業も案内する。ご協力いただく企業の方々には、深く感謝申し上げます。本当にありがとうござい

ます。 

既に研修生からは、事前研修のレポートがいくつか届いており、研修生の意気込みも強く感じられるようにな

ってきた。今回から、新しい担当講師３名の方にも加わっていただいた。７月１６日（木）スタートに向けて、

担当講師やサポートメンバーは、テキストの準備も全て完了し、南西アジアの発展に貢献すべく研修の最後の

準備にかかっている。 

      第９８回日韓ビジネス協議会定例会開催案内（会費 1000円）      高橋ＢＣ 

日 時：７月２２日(水）15:00～17:15、17:15～18:15懇親会  神奈川中小企業センタービル５階 会議室 

〇日本企業紹介／会社名：Hoster-Jp  担当者：中野貴光氏  

業務内容：コンピュータ及びその関連機器によるネットワークの設計、開発及びエンジニアリング業務

及びホスティング事業、及びネットワーク機器の製造、輸出入及び販売 

〇日本企業紹介／株式会社スカンジナビア 営業部：武井亜希子氏 美容機器および化粧品・健康食品など 

〇第１８回シンポジウムに参加して（有）ホンダマシン 代表取締役 本田武士氏   

〇新現役チャレンジ支援事業の紹介 （財）神奈川産業振興センター 都築賢治氏 

〇日本企業紹介／関東建設工業（株）建設および不動産事業国際部顧問 池谷敏雄氏  

〇メイン講師：「総会および２５周年記念交流大会を終えて」 神奈川異グ連・専務理事  芝 忠氏 

申込先：TEL＆ＦＡＸ：０４５－３１１－００９４ 高橋迄     MAIL：mtakahas@tb3.so-net.ne.jp 

mailto:mtakahas@tb3.so-net.ne.jp
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第９７回日韓ビジネス協議会定例会(６月２６日）報告          高橋導徳ＢＣ 

〇日本企業紹介／消臭剤など業務用ケミカル製品  ハーバーベンソン（株）営業企画課長 永田雄一氏 

１９８６年設立、防臭抗菌剤、防カビ剤、防虫・防カビシート、嘔吐対策、鮮度保持剤などの業務用ケ

ミカル製品を通販、スーパーを中心に販売をしている。今回は持続性消臭抗菌スプレー・ミラクリーン

および新鮮お守りシート中心に説明された。（ＰＲサンプルを配布された） 

〇韓国財団紹介／韓国技術ベンチャー財団 東京事務所 先任研究員  韓 信氏 

２００３年にＫＩＳＴ：韓国科学技術研究院の東京事務所が開設された。設立の目的は韓国中小・ベン

チャー産業の活性化、育成および発展、海外進出支援である。７月２日に品川プリンスホテルで「商談

会」が開催される。韓国企業は２０社来日。 

〇韓国企業の技術指導事業紹介／（株）IBB JAPAN 技術事業部 部長 伊藤喜代志氏 

２００６年に設立、事業の柱はＩＴ事業部および派遣事業部である。ＩＢＢ ＫＯＲＥＡ（韓国ソウル）

との連携、韓国の大学・企業と連携して人材募集力と人材育成力が最大のセールスポイントである。 

日本で活躍した技術者を韓国へ派遣する。 

〇韓国投資環境説明会の報告／大島経営研究所  所長  大島英雄氏 

〇メイン講師「まんてんプロジェクトの最近の動向」まんてんプロジェクト会長  瀧澤 清氏 

設立の背景、世界から見た日本の航空・宇宙産業の実力、三菱ＭＪＲ（ミツビシ・リージョナル・ジェ

ット）、まんてんの活動を取り巻く情勢、最近の活動、今後の課題など中心に説明された。欧州市場に本

格的に参入して複数の航空機メーカーとの商談を進めている。  

シフト２１              有村ＢＣ 

７月定例会（7月 14日）は『もうひとつの歴史と町並み ～廓の記憶～』と題して、グライド建築設計事務

所代表で一級建築士・小泉康博様にお話いただきました。色町、花町の成り立ちや横浜、その他の街並み・建

造物に残る色町・花町の記憶について、建築の専門家の立場からお話をいただきました。 

８月定例会（８月４日）は、『120歳まで美しく生きよう ～ 鍵は酵素と発酵食品』と題して、近藤美保様

にお話いただきます。世界の理想の食事は元禄時代以前の日本食と言われています。いつまでも若々しく健康

でいるためには酵素と発酵食品の知識は不可欠です。何をどのように食せば良いか実践者の立場からお話をい

ただきます。 

シフト２１は経営変革を目指す企業と人の交流を図るグループとして、業種や業態を問わない幅広い交流を目

的に定例会を開催しております。（原則第二火曜日開催）  

ゲストの皆様の参加を歓迎しております（初回参加は無料）。お問合せは有村まで。(arimura-c@nifty.com)  

まんてんプロジェクト            千田ＢＣ 

6月 15－21日に開催されたパリエアショウに、まんてんプロジェクトが出展した。 

パリエアショウは隔年パリ郊外のル・ブルージュ空港で実施されている世界最大のエアショウであるが、今年

は 23万人の入場者があり、例年並みの賑わいであった。 

まんてんプロジェクトは日本航空宇宙工業会エリアと JAXAエリアの 2箇所にブースを設け展示し、常時説

明員を配置して対応した。日本の中小企業が海外のエアショウに本格的に出展するのは今回がはじめてであり、

また個別企業ではなく日本の航空宇宙サプライチェーンとしてのアッピールに対し高い反響が得られ、成功裏

に終了した。日刊工業新聞、神奈川新聞などにも大きく取り上げられた。 

まんてんプロジェクトで共同展示したのは、JASPAを初め会員企業など 1５の企業、機関、であり、出張し

た関係者は１８名であった。 

関連イベントなど 

「工場省エネ推進セミナー」の開催について参加費無料 

■日時 平成 21年 7月 23日(木)14:00-16:30   ■場所 (財)横浜企業経営支援財団 大会議室 

■定員３０名  ■www.city.yokohama.jp/me/keizai/shien/seizou/event/gaiyou/ecoseminer.html 

■内容  ①省エネルギーの効果と活動の進め方   講師 天野 尚 氏 

    ②企業革新活動によるコスト削減と省エネ 講師 伊藤 喜代志 氏 

    ③「横浜市中小製造業経営革新促進助成制度の説明」 

■問合、申込 横浜市経済観光局ものづくり支援課 ℡045-671-4144  山崎 相馬 

電子メール no01-yamazaki@city.yokohama.jp 

http://www.city.yokohama.jp/me/keizai/shien/seizou/event/gaiyou/ecoseminer.html
mailto:no01-yamazaki@city.yokohama.jp
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 ＩＥＳ国際交流支援協議会イベント案内      加藤ＩＥＳ理事長 

＊ 自己成長のための交流分析講座 

自己の陥りやすい思考や感情、行動のパターンを知り、相手の思考や感情、行動のパターンを観察、分析し対

応できる力を、パーソナリティー理論、コミュニケーション理論、発達理論など幅広い領域で活用することが

できる交流分析理論を学び、自分自身で活用する方法をワークやデスカッションを通して身につけていきます。 

【日時】7/19・8/2・23・9/6・9/27（すべて日曜日・13：30～16：00） 

【講師】笠井 淳（交流分析士、産業カウンセラー、国家資格精神保健福祉士） 

＊エリクソン催眠の誘導技術の習得を目的とした講座 

本当の自分への気づきや、なりたい自分への方向づけなどに、この講座は良いと思います。 

【日時】8/23・9/6・9/27（すべて日曜日・10：00～16：00） 

【講師】尾中 謙司（産業カウンセラー） 

問い合わせ・申し込み：Eメール yrc@ies-world.com にてお申し込み下さい。 

【講座詳細】http://ies-world.com/lifesupport/index.html 

かながわ創業応援キャラバン 2009（参加無料） 

 神奈川県は、創業チャレンジャーを「ホップ、ステップ、ジャンプ」方式で応援します。このほど創業のイ

ロハ、心構えが学べる創業フォーラムを県内各地で巡回開催します。是非ご参加ください！ 

日程 13:30～16:30 テーマ 会場 

第 1回 7月 04日 済み 技術、栽培、販売の連携による食の事業起こし 県小田原合同庁舎 

第 2回 7月 18日（土） 創業のいろいろな形を披露します 大和商工会議所 

第 3回 7月 25日（土） 食で起業 川崎市産業振興財団 

第 4回 8月 01日（土） 自らをブランド化する方法 神奈川中小企業センター 

第 5回 8月 29日（土） 社会起業・世直しビジネスの創業 ヴェルクよこすか 

第 6回 9月 05日（土) 夢をカタチに 県平塚合同庁舎別館 

 問合せ・申込：神奈川県商工労働部産業活性課 

        〒231-8588横浜市中区日本大通１ TEL045-210-5562、FAX045-210-8868 

        http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/sangyo/caraban/index.html 

かながわビジネスオーディション 2009（ビジネスプラン募集） 

 あなたの夢の実現をサポート！！ 

 

第 2次募集 

8月 10日～8月 24日 

 審査結果通知 

   9月中旬 

 ヒアリング審査 

10月 5日、6日、7日、8日、9日 

＜表彰＞神奈川県知事賞（副賞５０万円） 奨励賞（副賞２０万円） アイデア賞（副賞１０万円） 

    団体賞（多数の支援機関からの表彰が有ります） 来場者賞(来場者の人気投票) 

問合せ・申込：かながわビジネスオーディション実行委員会（神奈川産業振興センター企業化支援部） 

       TEL045-633-5203  FAX045-633-5194   http://www.kipc.or.jp    

第 1次募集 

6月 1日～7月 17日 

審査結果通知 

  8月上旬 

ビジネスプラン作成ガイダンス 

      8月 7日（金） 
 

11月 25日 

 

オーディシ

ョン開催 

事務局のコーナー 

神奈川県異業種グループ連絡会議 交流アドバイザーが詰めております、気軽にご連絡ご相談ください（無料） 

【月】 村上 嘉男   【火】 八幡 敬和 児玉 英二       【水】 （芝 忠）  杉本 明子    

【木】 松井 利夫   【金】 ①③⑤魚埼 誠也 ②④織方盛男  【土、日、祭日】は休業です。 

〒231-0015横浜市中区尾上町 5-80神奈川中小企業センタービル５階    

神奈川県異業種グループ連絡会議事務局 TEL 045-633-5142 FAX 045-633-5194  

URL：http://www.kanagawa-iguren.com   e-Mail：iguren@kanagawa-iguren.com 

皆様からのご投稿をお願いいたします。（会報編集担当）mail t-onogawa@pro.odn.ne.jp小野川へお送りください。 

神奈川異グ連への連絡問合せは、上記事務局当番者 tel 045-633-5142  fax 045-633-5194 へどうぞ！ 

mailto:yrc@ies-world.com
http://ies-world.com/lifesupport/index.html
http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/sangyo/caraban/index.html
http://www.kipc.or.jp/
http://www.kanagawa-iguren.com/
mailto:iguren@kanagawa-iguren.com
mailto:t-onogawa@pro.odn.ne.jp

